
エコハウスの現状と展望

話語小林さんが講演会

エコハウスの今後を展望する小林さん

小
林
さ
ん
は
地
球
環
境
政
策
を

担
当
し
て
い
た
2
0
0
0
年
に
都

内
に
エ
コ
ハ
ウ
ス
を
建
設
。
2
1
年

に
建
て
た
「
金
山
デ
ッ
キ
」
を
含

め
計
3
軒
の
エ
コ
ハ
ウ
ス
を
建
て

た
。
太
陽
光
発
電
や
蓄
電
設
備
、

高
断
熱
、
地
中
熱
利
用
な
ど
生
活

に
必
要
な
電
力
を
で
き
る
限
り
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
ま
か
な
う

建
物
で
暮
ら
し
、
二
酸
化
炭
素
の

削
減
量
や
初
期
投
資
の
回
収
状
況

な
ど
を
伝
え
た
。

「
金
歩
ッ
キ
」
は
約
1
2
4
平

方
㍍
の
平
屋
建
て
。
厚
い
断
熱
材
や

が
エ
コ
ハ
ウ
ス
の
課
と
今
後
の
塁
に
耳
を
傾
け
た
。

原
村
で
八
ヶ
岳
自
給
圏
を
つ
く
る
会

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
。
を
目
指
す
「
八
ヶ
岳
畠
圏
を
つ
く
る
会
」
（
鮎
川
ゆ
。
か
代
表
）
は

7
日
、
講
雲
を
原
村
中
央
公
民
館
で
開
い
た
。
茅
野
市
湖
東
に
ゼ
ロ
エ
ネ
ル
ギ
ー
ハ
ウ
ス
「
金

歩
ツ
キ
」
を
建
て
た
元
環
境
董
務
次
官
の
小
林
光
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
参
加
し
た
約
実

（
野
村
知
秀
）

3
枚
ガ
ラ
ス
を
採
用
し
て
い
る
。

8
・
8
漂
ッ
の
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル

を
屋
根
に
置
き
、
2
3
漂
ッ
ア
ワ
ー

相
当
の
蓄
電
シ
ス
テ
ム
を
採
用
。

発
電
量
対
総
消
費
電
力
量
比
で
計

算
す
る
と
、
電
力
の
単
純
自
給
率
は

2
6
3
％
に
な
る
。
都
内
の
エ
コ
ハ

ウ
ス
に
比
べ
、
年
間
の
日
照
時
間
が

長
い
茅
野
市
で
は
約
3
割
ほ
ど
発

電
量
が
多
い
と
い
い
、
「
こ
の
地
域

で
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
な

い
の
は
も
っ
た
い
な
い
」
と
し
た
。

エ
コ
ハ
ウ
ス
に
つ
い
て
は
「
人

の
暮
ら
し
を
地
球
生
態
系
の
ま
っ

と
う
な
壷
に
す
る
た
め
の
仕
掛

け
」
と
述
べ
、
化
石
燃
料
由
来
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
を
抑
え
な
い

家
の
方
が
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活

用
す
る
家
よ
り
も
安
い
点
を
問
題

提
起
。
エ
コ
関
連
の
初
期
投
資
に

対
す
る
負
担
軽
減
策
や
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
で
生
ま
れ
た
電
気
を

発
電
し
た
地
域
に
販
売
す
る
仕
鮭

み
を
提
案
し
た
。


